
 

小学部１グループ 算数科 学習指導案 
 

日 時：１０月３日(木)２校時 
場 所：小学部５・６年教室 
児  童：小学部３年生１名、５年生１名 

６年生１名 
指導者：東海林 紗季子(Ｔ１) 

渡邊 芽生(Ｔ２) 
  
１ さんすうダンジョン②～長さくらべをしよう～ 
 
２ 単元の目標 

（１）長さを比べる方法を知り、２つの物の長さを正しく比べることができる。（知・技） 

（２）２つの物の長さを比較し、「長い」「短い」「同じ」を判断し、言葉で伝える。（思判表） 
（３）提示された課題を解く（以下ミッションをクリアすると記す）ために、みんなで長さを比べる。

（学、人） 
３ 児童と単元 
（１） 児童について 

本学習グループは、小学部６年男子１名、５年生男子１名、３年生女子１名の合計３名で構成
されている。全員、自閉症スペクトラム症の児童である。言葉による指示を理解して活動に取り
組むことができるが、他のことに注意がそれているときや、学習活動に見通しがもてないときに
活動に取り掛かるまでに時間が掛かることが多い。そのため、１対１で個別の言葉掛けが必要な
場面が多い。また、集中力を維持することに課題があり、一定の時間、椅子に座って学習し続け
ることが難しい。３人とも、動画を見たりゲームをしたりすることが好きで、好きなものに関連
付けた学習に対する意欲は高く、主体的に取り組む姿が見られる。 
３人とも、差が大きい具体物の長さを比較し、長いものを「長い」と答えることはおおむねでき
る。しかし、「短いものはどちらですか？」と問い掛けられると答えられず、長さの差が小さい物
だと比較すること自体が難しい。「長い」「短い」「同じ」の概念と言葉との結び付きの理解が不十
分で あり、長いものを「大きい」、短いものを「小さい」と答えたり、比べた時に長さが同じの
ものを「おなじ」という言葉で表現できなかったりする。５年生の児童は、昆虫の図鑑を見て「角
が長い」「体長、１０センチ」などと話すことがある。しかし、センチメートルが長さの単位であ
ることは理解できていない。他の２名は日常生活の中で教師から「どちらが長いですか？」と問
い掛けられると答えることはできるが、自分から「○○が長い」と話すことはまだない。これま
でに実際の具体物の長さを比べる機会がほとんどなく、端をそろえる、並べる、重ねるなどの直
接比較の方法についての理解はまだできていない。また、曲がっている物や直接比べることがで
きない大きな物などの長さを測る経験がほとんどないため、間接比較の方法は知らない状態であ
る。本単元全体を通して、身近な物の長さに興味をもって比べようとする姿を目指していきたい。 

 
（２）単元について  

   本単元は、年間を通して、長さや重さを比べ、数の多少と長短や軽重の関係について学んだり、
すごろくゲームを通してサイコロの数字と進むマスの数量の一致を図ったりする。 

  「さんすうダンジョン①～かずをくらべよう～」では、すごろくゲームや魚釣りゲームを通し
て、具体物の数量の多少を比較する学習に取り組んだ。児童が興味のあるロールプレイングゲー
ムの要素を取り入れ、学習課題をミッションに見立てることで「サイコロ振りたい！」「ミッショ
ンクリアしたい！」と発言し、意欲的に学習に取り組むことができた。そのため、本単元でもす
ごろくゲームでダンジョンを進みながら、止まったマスでの長さ比べのミッションに取り組み、
アイテムをもらって、レベルアップしていくという形を継続している。 
長さを比べるミッションの中では、端をそろえる、並べる、重ねるといった直接比較のやり方、

ひもを使って長さを写し取って比べる間接比較のやり方を取り上げる。本単元では、直接比較に
ピタッとくん、間接比較にリボンちゃんという計測器を用いる。ピタッとくんとは、比べるもの
の端をそろえて置き、上からバーを下ろしてくることで長い方にバーがぶつかり、長さを比べら
れる教具である。比較すること事態の経験が少ない児童達が、バーがピタッとくっつくものが「長
い」、バーとの間に隙間があるものが「短い」という概念を教具を操作しながら身に付けたり、端
をそろえる、隣りに並べるなどの直接比較のやり方を段階的に身に付けたりすることができると
考える。また、学習の中でフォークや色鉛筆、ステッキや剣の模型など様々な物の長さを比べる
ことで、長さを比べる対象が変わっても同じ比べ方ができることや「長い」「短い」「同じ」の言
葉と概念の結び付きを身に付けていけると考えた。そして、生活単元学習の畑の学習で「どのき
ゅうりの長さが一番長いですか？」や日常生活の掃除の場面で「箒が長いと遠くまできれいにで
きますね」などと長さについて考えるきっかけになる問い掛けをすることで、本単元の学びを他
の場面で生かし、学びの定着、発揮ができ、学びの実感につながると考える。 



 

（３）指導に当たって 
〈学習活動〉 

・児童が見通しをもって取り組めるように、学習の流れを黒板に提示したり、活動の順番や流
れを一定にして繰り返したりする。（主）      

・児童が意欲的に取り組めるように、長さ比べの学習活動をミッションとし、クリアするとレ
ベルアップしたり、アイテムがもらえたりする設定にする。（主） 

・測るものが変わっても同じ測り方で測ることができることに気付けるように、様々なものを
比べる学習活動を設定する。（深） 

・自分で「端をそろえる」「隣り並べる」などの長さの比べ方のポイントに気付けるように、
前時までに学習したポイントを黒板に掲示する。（深） 

・長さを測ることに興味をもてるように、紙コップを積み上げたり、リボンをつなげたりして
長さを競うゲーム形式の活動を取り入れる。（主） 

 
〈場の設定、教材・教具〉 

・学習の記録を写真に撮って残したり、個人の長さ比べの結果を写真でみんなに共有したりす
るために、ロイロノートを使用する。（対） 

・モニター、黒板、各自の iPad のどこに注目すればよいか分かるように、使用しない時はモ
ニターを消したり、使う直前に iPadを配ったりする。（主） 

・前時の学習を思い出すことができるように、授業のはじめに前時の板書の写真を提示する。 
（主） 

・長さの違いが分かりやすいように、単元のはじめは長短の差が大きい教具を使用し、徐々に
差が小さい教具を使用していく。（深） 

・長さに関する言葉を覚えられるように、「長い」「短い」「同じ」などの言葉をクイズとし
て毎時間提示する。（深） 

・児童が自分で比べ方を考えることができるように、あえてポイントを授業の始めに確認せず
に、振り返りの場面で「どうやって比べたか」と問い掛けて、全体に共有する。（深） 

・児童が端をそろえたり、隣り合わせにしたりして長さを比べることができるように、ピタッ
とくんという測定器を使用する。（主） 

・児童が曲がっているものや、大きいものの長さを写し取って比べることができるように、リ
ボンちゃんという測定器を使用する。（主） 

 
〈教師の働きかけ〉 

・児童が自分で測り方を考えることができるように、児童の発言を待ったり、「黒板にヒント
はないですか？」「ポイントは何でしたか？」などと言葉掛けをしたりする。（主・深） 

・他の児童の取り組みに関心をもてるように、「○○さんはどうしていますか？」「○○さんに
どうしたらいいか聞いてごらん」などと言葉掛けをする。（対） 

・授業のスムーズな進行のため、Ｔ１が全体の進行、Ｔ２がＩＣＴ機器の操作とミッションの
提示をする。 

 
４ 指導計画（総時間数 １６時間） 

単元名、学習内容 目標 時数 
関連する 

学習指導要領の項目 

○さんすうダンジョン② 
～ながさってなに？～ 
 ・長さの比べ方 
 ・「長い」「短い」の言葉の

意味 
 

・「長い」「短い」の言葉や長
さの比べ方を知り、比べ
てみようという気持ちを
もつ。（知・技）（学、人） 

２時間 
2 段階 

ア目標 C 測定アイウ 

イ内容 C 測定ア（ア）㋐㋒

（イ）㋐ 

○さんすうダンジョン② 
～ながさをくらべよう～ 
 ・ピタッとくんで長さ比

べ（直接比較） 
 ・リボンちゃんで長さ比

べ（間接比較） 

・２種類の比べ方を知り、
２つのものの長さを正し 
く比べる。（知・技） 

・長さを比べた結果を判断
し、「長い」「短い」「同じ」
の言葉で伝える。 

（思判表） 
・長さ比べのミッションを
クリアするために、自分
から長さを比べようとす
る。（学、人） 

 

１２ 
時間 

(本時 

７／１２

時間) 

2 段階 

ア目標 C 測定アイウ 

イ内容 C 測定ア（ア）㋐㋑

㋒（イ）㋐ 

ウ数学的活用 

ア（ア）（イ） 
３段階 
ア目標 C 測定アウ 
イ内容 C 測定ア（ア）㋐ 
 



 

○さんすうダンジョン② 
～ピタッとくんかリボンち
ゃんか選んで長さを比べ
よう～ 

 ・ピタッとくんかリボン
ちゃんを選んで長さ比
べ 

 

・比べるものに応じて、直
接比較と間接比較から適
切な方法を選び、正しく
長さを比べる。 

（知・技）（思判表） 

２時間 2 段階（１） 

ア目標 C 測定アイウ 

イ内容 C 測定ア（ア）㋐㋑

㋒（イ）㋐ 

ウ数学的活用ア（ア）（イ） 

３段階 
ア目標 C 測定アウ 
イ内容 C 測定ア（ア）㋐ 
 

 
５ 本時の計画（総時数９／１６） 
（１）全体の目標 
    ・比べるものの端をそろえる、隣りに並べるなどのポイントに気を付けて、ピタッとくん（測定

器）で、２つのものの長さを比べる。（知・技） 
・長さ比べの結果を「長い」「短い」「同じ」の言葉や指さしなどで表現する。（思判表） 

 
（２）個別の目標      

氏名 
児童の実態と 
学習の様子 

単元の目標 本時の目標 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 15 ㎝以上の差が大きいもの
であれば正しく長い方を答え
ることができる。しかし、周囲
の言葉を聞いてそのまま話し
ていることもある。長さの差に
注意が向いていないことが多
く、差が小さい物だと正しく長
さを比べることが難しい。興味
がないことだと集中力を持続
することが難しく、離席した
り、教師の言葉掛けに反応しな
いことが多い。 

・２種類の比べ方を知り、
２つのものの長さをポイ
ントに気を付けて比べ
る。（知・技） 

・長さを比べた結果を判断
し、「長い」「短い」の言葉
や、具体物に触ることで
伝える。（思判表） 

・長さ比べのミッションを
クリアするために、自分
から長さを比べようとし
たり、友達の様子に注意
を向けたりする。（学、人） 

・ポイントに気を付けて
ピタッとくん（測定器）
を使い、複数の物から１
番長いものを見付ける。    

（知・技） 
・長さを比べた結果を判
断し、「長い」「短い」の
言葉や、具体物を触って
伝える。（思判表） 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ５㎝ほどの差があるものの
長短は正しく答えることがで
きる。また、好きな昆虫の図鑑
を見て、「角が長いね」と話すこ
とがあり、長さの量的な感覚は
もっている。比べるものの端を
そろえて比べることはおおよ
そできて、隣りに並べることは
まだ身に付いてない。学習に積
極的に取り組んでいるが、楽し
くなりすぎて、立ち上がってし
まうこともある。 

・２種類の比べ方を知り、
測るものに合わせて比べ
方を選び、ポイントに気
を付けて２つのものの長
さを比べる。（知・技） 

・長さを比べた結果や判断
した理由を、簡単な言葉
で伝える。（思判表） 

・長さ比べのミッションを
クリアするために、自分
から長さを比べようとす
る。（学、人） 

・ポイントに気を付けて
ピタッとくん（測定器）
を使い、たくさんの物か
ら違う長さのものを見
付ける。（知・技） 

・長さを比べた結果を「上
がピタッとくっついて
いるから長い」「隙間が
あるから短い」などの言
葉で伝える。（思判表） 

 

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 

 15 ㎝以上の差が大きいもの
であれば、「長い」と答えること
ができる。短いものをよく思っ
ていないようで「短い」という
言葉を使いたがらない。学習に
意欲的に取り組む一方で、間違
えることが許せず、「もう１回
やって！」と正解するまでやり
たがることがある。 

・２種類の比べ方を知り、
ポイントに気を付けて２
つのものの長さを比べる
ことができる。（知・技） 

・長さを比べた結果を判断
し、「長い」「短い」の言葉
で伝えたり、長い方を指
さしたりして伝える。 

（思判表） 
・長さ比べのミッションを
クリアするために、自分
のミッションに最後まで
取り組む。（学、人） 

・ポイントに気を付けて
ピタッとくん（測定器）
を使い、いくつかの物か
ら１番短いものを見付
ける。（知・技） 

・長さを比べた結果を「長
い」「短い」の言葉で伝
えたり、指さしたりして
伝える。（思判表） 

 

 
 



 

（３）配置図  ＜小学部５・６年教室＞  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒板 

Ａ 

T２ 

Ｂ Ｃ 

モニター 

めあて 

学習の流れ 
① 
② 
③ 

     
児童生徒から出た意見 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さんすうダンジョン②～ながさくらべをしよう～ 

T１ 

めあて 
ほんものの○○をみつけるために 
ただしくながさを くらべよう 

やること 
１ あいさつ 
２ はなしをきく 
３ ダンジョン 
４ ミッション 
５ ふりかえり 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド 

ポイント 
〇したにピタッとくっつける 

〇うえにピタッとくっつける 

〇となりにならべる 

〇まっすぐおく 



 

（５）参考資料（教科書や教材等） 
 
○ピタッとくん（測定器） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇ダンジョンマップ（冒険的な迷路の地図） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇児童のロイロノートの画面 

①                       ② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミッションをクリアできたら、児童の iPadにアイテムを追加したカードが送られる。（①） 
次に、プロフィールカードが送られ、児童が自分でレベルの数字を打ち込んで、教師に送り返す。（②） 

２つのものを置き、上からバーを下ろしてくると、長いものにバー

がぶつかり、長さを比べることができる。ペンやのりなどの筒状の

物が転がらないために取り外しができるストッパーを付けている。 



 

（６）学習過程  ※ ゴシック体太字は、学びの実感を高める働き掛け、手立て。 
網掛けは個別の目標に関わる働き掛け、手立て           

時間（分）  学 習 活 動 教師の働きかけ、手立て 準備物等 

9:45 
(2) 
 

9:47 
（5） 

 
 
 
 
 
 

 
9:52 
(28) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10:20 
(9) 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

10:29 
(1) 
 

１ はじめの挨拶をする。 
 
 
２ 本時の学習を見通す。 
（１）前時の振り返りをす 

る。   
（２）めあての確認をする。 
 
 
 
 
 
３ 長さ比べをする。 
（１）Ｃがダンジョンを進

めるために、サイコ
ロを振る。 

（２）それぞれピタッとく
ん（測定器）で剣・
ステッキ・杖の模型
の長さを比べる（ミ
ッション）。 

（３） 比べた結果を iPadで 
写真に撮り、ロイロ
ノートで教師に送 
る。 

 
 
４ 本時の振り返りをする。 
（１）一人ずつ前に出てき

て実際にピタッとく
ん（測定器）で比べ
る。 

（２）動画を見て長さを比
べるポイント意識し
て比べることができ
たか振り返る。 

（３）ミッションの結果発
表を聞く。 

（４）ロイロノートでアイ
テムをもらい、レベ
ルアップする。 

 
５ おわりの挨拶をする。 
 
 

・椅子に座って話を聞くことができるように
全員が椅子に座るまで待ったり、できてい
る児童を称賛したりする。（Ｔ１、Ｔ２） 

・前時の学習を思い出すことができるように、
前時の板書の写真をモニターに提示する。 

・「長い」「短い」「同じ」の言葉にたくさん触
れることができるように、用語を穴抜きに
したクイズを提示しながら、用語の確認を
する。（Ｔ１） 

 
 
 
・意欲的に長さを比べることができるように 
長さを比べる必然性のあるミッションを設
定する。 

・比べるものを固定し、端をそろえて比べる
ことができるようにピタッとくん（測定器）
という教具を用意する。 

・長さを正しく比べることができるように、
あえて差の小さい比べる必然性のある剣や
ステッキ、杖などの模型を用意する。 

・長さを比べるときのポイントを意識して比
べることができるように、黒板にこれまで
学習した測り方のポイントを掲示したり、
注目してほしいところに印を付けた教具を
使用したりする。 

 
・自分の取組や友達の取組を振り返ることが
できるように、動画を提示する。（Ｔ２） 

・Ｃ、Ａが比べ方のポイントに気付けるよう
に、比べた結果の写真に補助線を引いたり、
丸く囲んだりする。（Ｔ１） 

・Ｂが比べ方のポイントを言葉で表現できる
ように、「どうしてそう動かしましたか？」
「どうやって本物を見つけることがでまし
たか？」と比べ方について発問をする。 

                （Ｔ１） 
・児童が視覚的に自分の学習を振り返ること
ができるように、児童が撮影した写真をモ
ニターに映し花丸を書いたり、板書のめあ
てに花丸を書いたりする。（Ｔ１） 

 
・次時に意欲をもてるように、「次もレベルア
ップを目指しましょう」と言葉掛けをする。 

                 （Ｔ１） 
 

 
 
 
モニター 
iPad 
 
 
 
 
 
 
 
サイコロ 
ダンジョン
マップ 
ピタッとく
ん（測定器） 
剣 
ステッキ 
杖 
 
 
 
 
 
 
 
iPad 
モニター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（７）評価 
  〈児童〉・比べるものの端をそろえる、隣りに並べるなどのポイントに気を付けて、ピタッとくん

（測定器）を使って２つのものの長さを比べることができたか。 
     ・長さを比べた結果を「長い」「短い」「同じ」の言葉や、比べた物への指さしなどで表現

することができたか。 
   〈教師〉・児童がポイントに気を付けて、ピタッとくん（測定器）を使って長さを比べるための教

材教具や教師の働き掛けは適切であったか。 
     ・児童が長さ比べの結果を言葉や指さしで表現するための教師の働きかけや教材教具は適

切であったか。  

 

めあて ほんものの○○をみつけるために  
ただしくながさを くらべよう   



 

（８） 個別の目標（本時）に関わる支援 

児童名 目標を達成するための教師の働き掛け、手立て 支援を行う学習活動 

Ａ ・教師の話や友達の学習に様子に注意を向けることがで
きるように話している人の方を指さしたり、「○○さ
んを見ます」と言葉掛けをしたりする。（Ｔ２） 

・長さ比べで手が止まってしまったときは、やり方に気
付くことができるように「どこに置くといいです
か？」「どこをピタッとしますか？」と言葉掛けをす
る。（Ｔ１） 

・自分でポイントに気付けるように、あえて端をそろえ
なかったり、比べる物を遠くに置いたりして「こうな
っていたらどうしますか？」「黒板のポイントと比べ
るとどうですか？」と言葉掛けをする。（Ｔ２） 

・自分で長いか短いかを判断することができるように、
ピタッとくん（測定器）の写真をモニターで拡大して
提示したり、長短の差の部分に補助線を引いたりす
る。（Ｔ１） 

 

全体 
 
 
３ 長さ比べ 

Ｂ ・自分で長さを比べるポイントに気付けるように、正し
い測り方のポイントを黒板に掲示しておく。（Ｔ１） 

・長さを比べる時のポイントや、どうして短いと判断し
たのかを言葉で表現できるように、「どうやって比べ
たら本物が見つかりましたか？」「どうして短いと思
いましたか？」などと発問をする。（Ｔ１） 

 

３ 長さ比べ 

Ｃ ・気持ちが不安定になったときは「ミッションクリアを
目指しましょう」「花丸がつくように頑張ろう」と励ま
したり、気持ちが落ち着くまで教室を出たりする。 

                     （Ｔ２） 
・自分でポイントに気付けるように、あえて端をそろえ
なかったり、比べる物を離して置いたりして「こうな
っていたらどうしますか？」と言葉掛けをする。 

（Ｔ２） 
・短い物を「短い」と言うことができるように、ピタッ
とくん（計測器）の写真を示し、長短の差を丸く囲ん
で、「隙間があると長いでしょうか？短いでしょう
か？」と発問する。（Ｔ１） 

 

３ 長さ比べ 

 

 


